
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２６０１

新学術領域研究（研究領域提案型）

2014～2010

多方向かつ段階的に進行する細胞分化の運命決定メカニズムの解明

Control of cell fate decision in the cells differentiating to multiple pathways in 
a step-by-step fashion

２０２８２５２７研究者番号：

北村　俊雄（Kitamura, Toshio）

東京大学・医科学研究所・教授

研究期間：

２２１１８００１

平成 年 月 日現在２７   ６   ５

円    32,200,000

研究成果の概要（和文）：「細胞運命制御」領域は、エピジェネティクスおよび転写の制御により細胞分化を決定して
いる分子機構を明らかにするために設立した新学術領域である。総括班は本領域の計画研究代表者６名に外部から３名
の班員を加えて構成した。総括班は、計画研究班、公募研究班の研究の進捗状況を把握し、助言と評価を行い、領域内
の共同研究を推進することによって領域の発展を助ける。また、領域の研究成果を広く紹介するためにホームページを
工夫した。さらに領域の研究内容を一般の人に紹介するため、毎年免疫ふしぎ未来でブースを出してパネルで研究内容
を説明し、加えて一般向けの講演会も行なった。

研究成果の概要（英文）：The Innovative Area “Cell Fate Control” was established to clarify how 
epigenetic factors and transcription factors control the cell fate decision. The summary team of the 
Innovative Area consists of six representatives of the planned research group of the Area (Keikaku-kenkyu 
daihyo) and three outside members. The summary team grasps the progress of research in the 6 planned 
research groups and about 30 public offered groups, gives advices, evaluates the achievement and promotes 
collaboration in this Innovative Area to facilitate its development. On the other hand, to introduce our 
research achievements to the scientists in the related fields as well as general public, we devised the 
website. In addition, to introduce our research field to general public, we offered a booth with a panel 
explaining our research field. Moreover, we gave three lectures that were designed for general public.

研究分野： 血液学
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1. 研究開始当初の背景 

 近年、転写因子の強制発現によって人工的

に細胞の形質を変換できることができること

が分かってきた。しかしながら細胞分化調節

の詳細な分子機構は不明の部分が多い。本領

域では、造血細胞を中心として、染色体修飾、

転写調節、細胞周期調節などの視点から細胞

分化の分子機構を解明する。 

 

2. 研究の目的 

 本領域では細胞分化における染色体修飾と

転写調節の役割を解明することを目的として

造血細胞を中心とした系を利用して研究を行

なう。総括班は、領域の６名の計画研究代表

者、３名の分担研究者、６名の連携研究者、

約３０名の公募研究代表者を評価すると同時

に、自由な議論、有効な情報交換、技術供与、

共同研究、人材交流を通じて有効な研究活動

が展開できるよう配慮し、領域を推進する。

特に技術交流、共同研究推進と若手育成は本

総括班の重要課題である。 

 

3. 研究の方法 

 総括班では、各研究グループの研究進捗状

況の評価と領域の運営方針に関して相談し以

下の活動を通じて、個々の研究を支援する。 

 

（１）総括班会議の開催 総括班会議は領域

会議の際に行なう以外に必要に応じて適宜開

催し、領域全体の方向性や運営方針の決定、

計画研究および公募研究の進捗状況の確認お

よび評価を行う。 

 

（２）領域会議/国際シンポジウムの開催 毎

年開催する領域会議に加えて、平成２４年度

は国際シンポジウムを開催する。最終年度の

平成２６年度には領域会議を公開シンポジウ

ムとして開催し研究成果を広く情報発信する。 

 

（３）共同研究・人事交流の推進 本領域の

特徴のひとつとして先進的な技術の共有があ

る。先進技術を領域内で共有し研究に役立て

領域内での共同研究も活性化する。 

 

（４）広報活動 特にホームページに力を入

れる。研究活動や研究成果はホームページを

通じて公開する。ホームページ内に領域内研

究者の公開交流サイト「Cell Fate 倶楽部」を

立ち上げ運営する。一般の人への研究内容の

紹介は上記のホームページ以外にアウトリー

チ活動として研究内容の一般公開を行なう。

それ以外にも計画研究代表者はできる限り公

開セミナーなどを通じて一般向への情報発信

をする。また、平成２４年度と終了後にはニ

ュースレターを発行して各研究グループの研

究成果について広く情報発信する。 

 

（５）若手研究者の育成 若手研究者の成長

を支援することによって当該研究分野の発展

を将来にわたって継続的に支えることも重要

である。１泊２日で集合形式の会合を開催し、

密な議論を通じて若手研究者同士、若手とシ

ニア研究者との交流を深め、当該領域の発展、

若手研究者のキャリアアップを図る。 

 

 



4. 研究成果 

（１）総括班会議 年に２−３回開催して計画

研究班および各公募班の研究の進捗状況につ

いて議論し、領域の方向性について意見を交

換した。運営面については領域会議および国

際シンポジウムの開催、ニュースレターの発

行、ホームページの充実、若手の会の開催と

若手育成について議論した。 

 

（２）領域会議/国際シンポジウムの開催 平

成２２年９月に富良野、平成２３年６月に軽

井沢、平成２４年６月に広島、平成２５年５

月に鳴門においてそれぞれ２泊３日の領域会

議を集合形式で開催した。それぞれ２５名、

６０名、７０名、７０名の参加者を得て、活

発な議論ができた。最終年度の平成２６年度

は領域会議を公開とし、東京大学医科学研究

所で９月２−４日に開催した。参加者は領域班

員およびその関係者の７０名に一般参加約３

０名を加えて１００名程度であった。平成２

４年度は領域会議に加えて１１月６−７日に

京都で国際シンポジウムを開催した。このシ

ンポジウムには欧米から７名、国内から２名

の演者を招待し、領域内からは若手２名を含

む９名が口演を行なった。ポスターセッショ

ンには領域内のポスターが３３件集まり、海

外からの招待演者も含めて積極的な討論が行

なわれた。 

 

（３）共同研究・人事交流の推進 高効率レ

トロウイルスベクター技術（北村）、

multi-lineage progenitor（MLP）アッセイ（河

本）、免疫不全 NOG マウス（石川）、細胞周期

によって色が変わる Fucci 細胞（阪上）など

の技術を領域内で共有し、種々の改良を加え

たり、研究に役立てたりした。また、領域内

では、油谷、稲葉、本田が、それぞれ DNA

メチル化の網羅的解析や遺伝子の発現解析、

次世代シークエンス、遺伝子改変マウスの作

成を担当し共同研究として行なった。人事交

流に関しては後述するようにホームページの

人材募集を通じて領域内での異動があった。 

 

（４）広報活動 ホームページの「Cell Fate

倶楽部」には、学会参加記、生命科学関連ニ

ュースへの時評、実験手技に関する相談、人

事に関する相談などの記事、コメントが活発

に書き込まれ、会員間の情報交換サイトとし

て役立った。実験手技や大型機器購入に関す

る質問に対して速やかに返事があったり、ス

タッフや博士研究員募集の広告に対して良い

人が見つかったりということがあり、領域の

発展に役立った。一般の人への研究内容の紹

介は年一回、「免疫ふしぎ未来」にパネルを出

して計画研究代表者が説明した。平成２５年

６月６日、平成２６年５月２２日には東大医

科研において一般向けの講演会「エピジェネ

ティクスによって決まる細胞運命：エピジェ

ネティクスって何？」を行なった。また、平

成２７年２月２０日には名古屋でサイエンス

カフェを開催し、計画研究代表者の中西真、

稲葉俊哉、北村俊雄がそれぞれ、細胞老化、

低線量放射線、エピジェネティクスに関する

一般的な講演を行なった。いずれも多くの質

問が出て盛り上がった。なお名古屋でのサイ

エンスカフェは定員が５０名であったが、ア



ナウンス直後に満員となった。一般向けのサ

イエンスに関する講演会の需要が多いことを

伺わせた。 

（５）若手研究者の育成 平成２３年９月に

は軽井沢において「若手の会」を開催した。

この会には計画研究代表者６名、分担者１名

および領域外からの招待演者１名（慶応大学

の須田年生先生）が、また若手としては領域

の主に公募班から３０余名が参加した。シニ

ア研究者は、自らの留学経験や研究において

大切にしていることなどをインフォーマルな

形で若手に話した。一方、若手は全員口演あ

るいはポスター発表を行い、皆で発表内容を

議論し、大変な盛り上がりを見せた。第２回

若手の会は平成２６年４月に浜名湖で領域内

の比較的若手の PI（principle investigator）５名

に独立までの道のりや考え方についての話を

してもらうことを中心とした。本会には計画

研究代表者６名に加えて領域の若手が約３０

名（そのうち５名が若手 PI）参加した。また

特別講演は千葉大学の岩間厚志先生（平成２

２−２４年度本領域計画研究分担者、現在「幹

細胞老化と疾患」領域代表）にお願いし、独

立までの道のりなどについて講演いただいた。

若手は全員口演かポスター発表を行ない議論

が大いに盛り上がった。情報交換会も大変な

盛り上がりであり、大成功であった。 
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